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背景 

劇症型溶血性レンサ球菌感染症（streptococcal toxic shock syndrome: STSS）は、

突発的に発症し、敗血症などの重篤な症状を引き起こし急速に多臓器不全が進行することが

ある重症感染症である。STSS は、感染症法に基づく感染症発生動向調査において、5 類全

数把握疾患と定められている。届出に必要な要件は、ショック症状に加えて肝不全、腎不全、

急性呼吸窮迫症候群、播種性血管内凝固症候群、軟部組織炎、全身性紅斑性発疹、中枢神経

症状のうち 2 つ以上をともない、かつ通常無菌的な部位（血液など）等から β 溶血を示すレ

ンサ球菌が検出されることであり、症状や所見から STSS が疑われ、かつ、要件を満たすと

診断された場合、届出対象となる。STSSの病原菌は、A群溶血性レンサ球菌（GAS：group 

A Streptococcus, Streptococcus pyogenes）の他、B 群、C 群、G 群の溶血性レン

サ球菌などがある。 

GAS による STSS の臨床症状、関連するサーベイランスについては 2024 年 1 月の病原

微生物検出情報(IASR)速報記事を参照のこと i。 

また、STSS の診療に当たっては、国立国際医療研究センター国際感染症センターが公表し

ている診療指針を参照のこと ii。 

今般、日本において、GAS による STSS 症例および GAS 咽頭炎症例が増加しつつある。ま

た、2010 年代に英国で流行した病原性および伝播性が高いとされる S. pyogenes 

M1UK lineage（UK 系統株）の集積が、2023 年夏以降に日本国内でも確認されている。 

2023 年 12 月までの状況について 2024 年 1 月の IASR 速報記事で報告し、3 月 29

https://www.niid.go.jp/niid/ja/group-a-streptococcus-m/group-a-streptococcus-iasrs/12461-528p01.html
https://www.niid.go.jp/niid/ja/group-a-streptococcus-m/group-a-streptococcus-iasrs/12461-528p01.html
https://dcc-irs.ncgm.go.jp/material/manual/stss.html
https://www.niid.go.jp/niid/ja/group-a-streptococcus-m/group-a-streptococcus-iasrs/12461-528p01.html
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日にその後の国内の状況を更新、リスク評価を行った(3 月 29 日版)。今回、その後の国内

外の発生状況の更新を行ったものである。 

 

 

国外の侵襲性 A 群溶血性レンサ球菌感染症の発生動向 

国内では感染症発生動向調査において STSS の患者数、死亡者数を集計しているが、国外

では無菌的部位からの A群溶血性レンサ球菌(GAS)の検出のみを症例定義とした侵襲性A

群溶血性レンサ球菌(iGAS：invasive Group A Streptococcus:)感染症を集計してい

る国が多く、症例定義が異なることに注意が必要である iii。また、米国は STSS を集計して

いるものの、日本とは異なり GAS によるものだけを対象としている iv。 

 

2022年末から2023年初頭に英国、フランス、アイルランド、オランダ、スウェーデン等で、

特に 10 歳以下の小児での iGAS 感染症の増加が報告され、この際、GAS の M1UK 系統

株の報告数も増加していることが報告された v。これらの国での iGAS 感染症の発生は

2023 年 4 月頃には落ち着いているが、それ以降の状況は国により異なっている。英国で

は 2023 年 2 月に平年並みになって以降、iGAS 感染症および猩紅熱のサーベイランスに

異常はみられなかったとしている vi。また、スウェーデンでは 2023 年後半にも 70 歳以上

の高齢者を中心として iGAS 感染症の報告数が増加したが、2024 年 2 月をピークに減少

傾向に転じている vii。ノルウェーでは 2023 年前半の流行に加えて 2024 年初頭にも

iGAS 感染症の増加を認めている。viii 

米国では iGAS 感染症の中でさらに STSS を個別に集計している。2022 年 12 月に、欧

州同様に小児での iGAS 感染症が増加し、米国疾病管理予防センター(ＣＤＣ)が勧告を出し

ており ix、2023 年の流行時季（1～4 月）も引き続き高いレベルで推移していたが、それ以

降、iGAS 感染症、STSS が増加しているという報告はない。GAS による STSS のサーベイ

ランスでは新型コロナウイルス感染症流行以前と比較するとやや多いものの、大きな流行の

波は見られていない x。 

カナダでは全国的な発生の報告はないものの、ブリティッシュコロンビア州では 2023 年

12 月以降 20 歳未満の iGAS 感染症が増加していることを報告しており、同州では 2016

年以降 iGAS 感染症の報告数が増加傾向にあるとしている xi。 

オーストラリアでは iGAS 感染症がサーベイランス対象疾患となったのが 2021 年以降であ

るが、集計開始後徐々に報告数は増加している。2024 年の報告数は 6 月 24 日時点で

2023 年の同時期と同程度となっている xii。 

アルゼンチンでは 2022 年年末の報告数の増加は見られなかった一方で、2023 年に小児

を中心に iGAS 感染症の症例数、死亡者数の報告が増加しており、解析された菌株の多くが

M1 型株であり、そのうち M1UK 系統株が 9.1%であったとしている xiii。 

 

https://www.niid.go.jp/niid/images/cepr/RA/STSS/240329_STSS_2023-2024.pdf
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M1UK 系統株は、それ以外の M1 型株と比較して発赤毒素の産生量が約 9 倍多く、伝播性

も高いとされているが、2022 年から 2023 年にかけての欧州での iGAS 感染症の増加

と M1UK 系統株の増加の間に疫学的な関連性は見られなかったと報告されている xiv。ま

た、この時期の欧州各国からの報告においても、スペインからは関連がないと報告されてい

る xv一方、ベルギー、ドイツ、アルゼンチンからの報告では関連が示唆されており、一致した

見解は得られていない xiii, xviiixvi,xvii, 。 

 

 

感染症発生動向調査に基づく国内の A 群溶血性レンサ球菌感染症の発生動向 

1) 劇症型溶血性レンサ球菌感染症の発生動向 (2024 年 6 月 19 日時点) 

2024 年第 1～24 週（2024 年 1 月 1 日～6 月 16 日）までに診断され、感染症発生

動向調査に届出された STSS 症例は 1,060 例であり、1999 年に感染症発生動向調

査を開始して以降、最も多い届出数となった。Lancefield の血清群の内訳は A 群が

656 例、B 群が 114 例、C 群が 10 例、G 群が 222 例、その他/不明 58 例であり、A

群による届出が最も多かった。また、過去 6 年間における、STSS 届出数全体に占める

A 群による届出数の割合は約 30％から 50%程度であったが、2024 年は 62％と割

合が上昇した。 

 

2024 年の GAS による STSS 症例は、656 例が届出され、過去 6 年間(2018 年‐

2023 年)で最も届出数が多かった。性別は、男性 377 例(57％)、女性 279 例

(43％)、年代内訳は、10 歳未満 15 例（２％）、10 代 8 例（１％）、20 代 11 例（２％）、

30 代 55 例（８％）、40 代 87 例（１３％）、50 代 98 例（１５％）、60 代 132 例（２

０％）、70 代 140 例（２１％）、80 代以上 110 例（１７％）であった（表 1）。 

また、死亡例として届出された症例は 149 例であり、男性 87 例(58％)、女性 62 例

(42％)、年代内訳は、10 歳未満 0 例、10 代 0 例、20 代 2 例、30 代 12 例、40 代

16 例、50 代 16 例、60 代 34 例、70 代 36 例、80 代以上 33 例であった。都道府

県別の届出数は、東京都、埼玉県、愛知県、神奈川県、千葉県の順に多く、関東地方から

の届出が多かった。なお、発生動向調査において届出時に死亡報告があるものが原則と

して集計されており、届出後に死亡した例は含まれていないことに注意が必要である。  

推定感染経路は、創傷感染 288 例（44%）、感染経路不明 227 例（35%）、飛沫感染

59 例（9%）、接触感染 24 例（4%）等であり、創傷感染や感染経路不明が多かった。 

 

GAS による STSS 症例の届出は、2023 年 11 月以降、増加傾向を認め、2024 年 1 月

にピークとなった。その後、2 月に減少して以降、5 月まで横ばいで推移しているが、例年と

比較し依然として多い状況である（図 1）。 
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ただし、直近の報告は遅れて届出される症例があるため、今後の動向には引き続き注意が必

要である。 

 

2) A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎の発生動向(小児科定点) 

GAS 咽頭炎の小児科定点当たり報告数は、2023 年第 33 週（8/14-20）から増加し、第

50 週（12/11-17）にピーク（定点当たり報告数 5.04）となった。これは過去 6 年の同時期

と比較して、最も高い値であった。2024 年は第 3 週(1/15～21)以降、過去 6 年の同時

期と比較して高い値が継続し、第 21 週(5/20-26)にピーク（定点当たり報告数 5.03）と

なった。以降も引き続き高い報告数で推移している(2024 年第 24 週（6/10-16）の定点

当たり報告数 4.46)xix。
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表 1. 日本国内における劇症型溶血性レンサ球菌感染症（STSS）として届出された症例のうち A 群溶血性レンサ球菌（GAS）による症例の年代

およびその割合の経時的変化 （診断日：2018 年 1 月 1 日～2024 年 6 月 16 日、 2024 年 6 月 19 日時点） 

 

 

2023年１-６月 2023年7-12月 2024年1‐6月*

届出数 割合 届出数 割合 届出数 割合 届出数 割合 届出数 割合 届出数 割合 届出数 割合 届出数 割合

年代 10歳未満 6 2% 8 2% 6 2% 3 2% 2 1% 2 2% 10 4% 15 2%

10代 4 1% 5 1% 3 1% 0 0% 2 1% 1 1% 0 0% 8 1%

20代 9 3% 11 3% 3 1% 2 1% 5 2% 3 2% 5 2% 11 2%

30代 31 10% 20 5% 13 5% 6 3% 9 4% 7 5% 27 10% 55 8%

40代 26 8% 39 9% 14 5% 11 6% 15 7% 13 10% 45 16% 87 13%

50代 31 10% 64 15% 39 15% 27 15% 34 16% 19 14% 35 13% 98 15%

60代 81 26% 90 22% 62 23% 37 21% 62 30% 22 17% 64 23% 132 20%

70代 62 20% 95 23% 58 22% 49 28% 35 17% 32 24% 54 19% 140 21%

80代以上 62 20% 83 20% 67 25% 42 24% 45 22% 33 25% 37 13% 110 17%

(感染症発生動向調査：2024年6月19日現在届出数*)

*2024年は1月1日～6月16日(疫学週第1週～第24週診断）の集計（2024年6月19日時点)

**直近の報告は遅れて届出される症例があり、表に反映されにくいため、解釈には注意が必要である

(n=277) (n=656)

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

(n=265) (n=132)(n=312) (n=177)(n=415) (n=209)
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図 1. 日本国内における劇症型溶血性レンサ球菌感染症（STSS）として届出された症例のうち A 群溶血性レンサ球菌（GAS）による症例数の推

移（診断日：2018 年 1 月 1 日～2024 年 6 月 16 日、 2024 年 6 月 19 日時点） 
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国内の A 群溶血性レンサ球菌の細菌学的動向 

2024年6月 19日までに国立感染症研究所に、2024年 1月 1日以降に発症したSTSS

患者からの分離株が、43 府県から 532 症例 532 株送付された。そのうち、GAS は 377

症例 (70.9%) (表 2)から、B 群溶血性レンサ球菌は 42 症例 (7.9%)から、G 群溶血性

レンサ球菌は 109 症例 (20.5%)から分離された。 

377 症例から分離された GAS 377 株のうち、M1 型株が、221 株  (58.6%, 

221/377)であり、M1 型株のうち 194 株 (87.8%)が M1UK 系統株であった。 

都道府県別にみた M1UK 系統株の分離数(M1UK 系統株/M1 型株)は、東京都が 47 株

（47/52）、神奈川県が 20 株 (20/20)、千葉県が 15 株 (15/15)、長野県が 9 株 

(9/10)、埼玉県が 8 株 (8/10)の順に多かった。（表 2、図 2）。 

なお、菌株解析は、感染症発生動向調査に報告された GAS による STSS 症例の一部の症

例に行っているものであり、解釈には注意が必要である。 

 

表 2．国立感染症研究所 細菌第一部に送付された都道府県別の劇症型溶血性レンサ球菌感

染症(STSS)患者由来の A 群レンサ球菌(GAS)の分離株数 
（2024 年 1 月 1 日以降発症）（2024 年 6 月 19 日現在） 

 

 都道府県 GAS    M1 型   M1UK 系統株  

   の分離株数     の分離株数 の分離株数 

全国   377  221  194 

北海道・東北・新潟 

 青森  2  2  2 

秋田  1  1  1 

宮城  2  1  0 

 山形  2  2  2 

 福島  11  5  5 

 新潟  9  6  6 

関東・甲信静 

 栃木  3  3  3 

 群馬  9  3  3 

 茨城  8  7  7 

 千葉  21  15  15 

 埼玉  16  10  8 

 東京  90  52  47 

神奈川  29  20  20 

 山梨  5  3  3 
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 長野  11  10  9 

 静岡  6  1  1 

東海・北陸 

 愛知  13  7  7 

 岐阜  6  4  3 

三重  5  0  0 

富山  3  2  2 

福井  2  2  2 

近畿 

 滋賀  4  4  4 

京都  7  4  4 

 大阪  13  6  5 

 奈良  2  1  1 

 和歌山  1  0  0 

兵庫  11  5  5 

中国・四国 

 岡山  11  5  5 

 鳥取  4  1  1 

 広島  7  2  2 

 島根  2  2  2 

 山口  2  1  0 

 徳島  3  1  1 

 高知  1  0  0 

 愛媛  3  2  2 

九州 

 福岡  15  8  2 

 佐賀  3  2  2 

 長崎  4  2  0 

熊本  4  2  2 

大分  9  6  2 

宮崎  4  1  1 

鹿児島  4  3  3 

沖縄  9  7  6 
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図 2．国立感染症研究所 細菌第一部に送付された劇症型溶血性レンサ球菌感染症(STSS)患

者由来の検体から分離された都道府県別の M1UK 系統株数  
（2024 年 1 月 1 日以降発症）（2024 年 6 月 19 日現在） 
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リスク評価 

 2024 年 6 月現在、GAS による STSS 症例の届出数は、例年と比較し多い届出数

で推移している。また、2023 年 7 月以降、30 代以上で届出数が多い状況が続いて

いる。推定感染経路は、創傷感染、感染経路不明が多い。また、GAS 咽頭炎の定点当

たり報告数は過去 6 年間の同時期と比較し、高い報告数が継続している。 

 M1 型株における M1UK 系統株は、関東地方及びその周辺地域を中心に検出数が増加

し、その検出割合も以前の報告 iより増加した。しかし、この GAS による STSS 症例届出

数の増加、GAS 咽頭炎の定点当たり報告数の増加、UK 系統株との相互の関連は不明で

ある。 

 欧米で 2022 年末から 2023 年初頭に小児での iGAS 感染症の報告数の増加がみら

れたほか、2023 年から 2024 年にかけて報告数の増加がみられる国もある。ただし、

これらの国の中でも2023年以降は平年並みの報告数となった国もあれば、平年以上の

報告数が持続している国、2023 年末に報告数が増加した国などその状況はさまざまで

ある。また、小児のみならず高齢者での感染者数が多く報告されている国もある。 

 病原性および伝播性が高いとされる UK 系統株と GAS による STSS 症例の増加との

関連については、更なる知見の蓄積が必要である。引き続き国内での発生状況、疫学的

特徴を把握する必要があり、積極的な菌株収集、疫学情報の収集が求められる。 

 公衆衛生対応として、臨床医への適切な診断、治療、報告の推奨、医療機関や高齢者施設

等における標準予防策の徹底、一般市民に対する感染予防策（手指衛生、咳エチケット、

擦過傷などの創部の清潔な処置等）や体調が悪いときにかかりつけの医療機関等を受診

すること等の啓発が必要と考えられる xx,xxi,xxii。 
 

 

注意事項 

迅速な情報共有を目的とした資料であり、内容や見解は情勢の変化によって変わる可能性が

ある。 
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